
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2022年3月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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TOPIX規模別指数の推移
（期間：2022年3月31日～2023年4月14日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202304_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 2,018.72 2.71% 3.65% 6.35% 5.80%

日経平均株価 4.86%28,493.47

企業業績にとって、中国の経済活動再開がプラスとみられますが、世界的な金融シス
テム不安による信用収縮の影響が下押し圧力になるとみられます。国内株式相場は、
欧米を中心とした信用収縮に伴う景気の先行きに対する懸念に加え、次期日銀総裁の
下で政策修正に対する警戒感が下押し圧力になるとみられます。一方で、中国景気が
早期に回復するとの見方に加え、投資家による国内景気の底堅さを評価する動きも見
込まれることから、次第に底堅く推移するとみています。

国内株式相場は底堅く推移

（期間：2022年3月31日～2023年4月14日）

情報提供資料
2023年4月17日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2023年4月10日～4月14日）

投資環境見通し（2023年4月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。
発表された3月の米国物価指標やFOMC（米国連邦公開市場委員会）議事要旨の内容
を受け米国のインフレ鈍化観測が広がったことで、FRB（米国連邦準備制度理事会）
の利上げ長期化に対する警戒感が後退しました。米国著名投資家による国内株式への
強気な発言や国内大手製造小売企業の好決算なども好材料となり、日経平均株価は週
を通して上昇基調となりました。

MYAM Market Information
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